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■研究の背景

  オホーツク海沿岸で行われているホタテの底引き網漁では、捕獲され船上に積み上げられたホ

タテの山から空貝、石、ヒトデなどを除去し、商品になる貝を船倉に納める選別作業が行われて

おり、その作業は20年前より変わらず４～５名の人手により行われている過酷な作業です。近年

作業員の高齢化が進み作業員の確保も難しくなってきており、作業負担の軽減化が急務となって

きています。そこで、昨年まで実施した装置開発の成果を踏まえ、実用装置の開発を行い、処理

能力および取扱性などの実用性を検証しました。

■研究の要点

１．装置の軽量化設計

２．取扱性、操作性の改善方法

３．装置の評価（移動性、処理能力、取扱性）

■研究の成果

１．試作装置の実証試験結果を踏まえて、実用装置の設計を行いました。

２．強度解析により、軽量化設計を行って、移動性の改善を図りました。

３．実用装置を実作業現場に持ち込み、残された課題を抽出しました。

４．改良した実用装置の実作業試験を行い、選別作業の能率向上並びに作業負担の軽減が図られ

ました。
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